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熊本市農業委員会総会議事録 

 

日時 令和３年１０月８日（金）午後３時００分  

場所 熊本市中央区花畑町９番１号 熊本市役所別館（駐輪場）８階大会議室 

 

農業委員２４名 

 1番 谷口 憲治     2番 小佐井 亮祐     3 番 西田 廣行 

4番 上田 定信        5番 木村 憲正          6番 田中 敏郎 

7番 林田 智博      8番 杉本 守        9番 田上 正富 

10番 東  哲治    11番 牧野 正治       12 番 網田  稔 

13番 三原 勉     14番 木下 三智也     15番 赤木 英雄 

16番 福  幸一    17番 眞鍋 宣孝      18番 田上 泰則 

19番  磯田 修一     20番  宮本 淳一      21 番  堀   恭子 

22番  西冨 大二郎   23番 福嶋 德行         24番 徳永 芳也 

 

 欠席委員（上記２４名中１名が欠席） 

 23番 福嶋 德行 

 

午後３時０６分 開会 

 

事務局     それでは、定刻を少し過ぎておりますけれども、ただいまから熊本

市農業委員会総会を開会いたします。 

        本日の農業委員会総会の出席は、農業委員総数２４名中２３名でご

ざいますので、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定に基

づき、総会が成立しております。 

        それでは会長、ご挨拶をお願いいたします。 

 

会  長    こんにちは。 

        本日は、皆様ご多用の中、農業委員会総会に出席いただき、誠にあ

りがとうございます。 

        １０月になりまして、これから米をはじめ、いろいろな農作物の収

穫と出荷の最盛期を迎えます。多くの農家にとりましては、とても重

要な時期となってまいります。また、今でも夏のように暑い日が続い

ておりますので、委員の皆様には、この暑さや農作業による疲れ、体

調を崩されないようご自愛いただきたいと思います。 

        それでは、本日の総会は、農地法に基づく許可申請や農地利用集積

計画などが主な議案となっております。総会の審議がスムーズに進行
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できますよう、皆様のご協力をお願い申し上げ、ご挨拶といたします。

よろしくお願いいたします。 

 

事務局     ありがとうございました。 

        総会は、熊本市農業委員会総会会議規則第４条に基づき、会長が議

長になり議事の進行を行うこととなっております。 

        それでは、会長、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    それでは、審議に入りますが、議事に入るに当たり、総会次第第３

の議事録署名者及び総会書記を指名いたします。本日の議事録署名者

には、１３番の三原勉委員と１４番の木下三智也委員を、書記に事務

局の若松節治参事を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

        本日の議事は、第１号議案、農地法第３条の規定に基づく許可申請

から第８号議案、引き続き農業経営を行っている旨の証明願までの８

件でございます。 

        それでは、第１号議案、農地法第３条の規定に基づく許可申請４３

件でございます。地元委員のご報告に当たりましては、農地法第３条

第２項の判断基準により、地区委員会での協議状況の報告をお願いい

たします。 

        それでは、１番お願いします。 

 

１７番 眞鍋宣孝委員 

        １７番委員、眞鍋です。 

        １番から４番について、先日の地区委員会での協議状況をご報告い

たします。 

        １番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。申請地には野菜

を作付されるとのことです。 

        ２番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。申請地には牧草

を作付されるとのことです。 

        ３番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。申請地には芝を

作付されるとのことです。 

        ４番は、新規就農として使用貸借権を設定される申請です。被設定

者は、許可後申請地で１６種類の野菜を作付される計画です。また、

先日の地区委員会に出席いただき、営農計画等の聞き取りを行い、新

規就農の要件を満たしていることを確認いたしました。 

        以上４件、先日の地区委員会において農地法第３条第２項各号の不

許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果でござい
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ました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、１番から４番について地元委員よりご報告がございまし

たが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、５番。 

 

９番 田上正富委員 

        ９番委員、田上です。 

        ５番から１２番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いた

します。 

        ５番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

露地野菜及びミカンを栽培されている農家で、申請地にはミカンを栽

培される計画です。 

        ６番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

露地野菜を栽培されている農家で、申請地には露地野菜を栽培される

計画です。 

        ７番と８番は関連で、耕作の便宜上交換による所有権移転の申請で

す。両申請人とも水稲及びミカンを栽培されている農家で、許可後に

はミカンを栽培される計画です。 

        ９番と１０番は関連で、耕作の便宜上交換による所有権移転の申請

です。両申請人とも水稲及びミカンを栽培されている農家で、許可後

はミカンを栽培される計画です。 

        １１番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

ミカンを栽培されている農家で、申請地にはミカンを栽培される計画

です。 

        １２番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人はミカ

ンを栽培されている農家で、申請地にはミカンを栽培される計画です。 

        以上８件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、５番から１２番につきまして地元委員よりご報告がござ

いましたが、この件について何かご意見ございませんか。 



 

－4－ 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして、１３番。 

 

１０番 東哲治委員 

        １０番委員、東です。 

        １３番から１５番につきまして、地区委員会での協議状況をご報告

いたします。 

        １３番は、子へ贈与による所有権移転の申請です。譲受人はキュウ

リを栽培されている農家で、申請地にはキュウリを栽培される計画で

す。 

        １４番は、経営拡張のための使用貸借権設定の申請です。借受人は、

ミカンを栽培されている農家で、申請地にはミカンを栽培される計画

です。 

        １５番は、一般法人の新規参入として使用貸借権設定の申請です。

先日、地区委員会で聞き取り調査を実施し、主要計画等の確認を行い、

新規就農の要件を満たしていると判断しました。許可後はミカンを栽

培される計画です。この法人は、令和３年８月に農産物生産加工販売

等を営むことを目的に設立した農業法人で、解除条件付で使用貸借権

を設定されます。 

        以上３件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、１３番から１５番について地元委員よりご報告がござい

ましたが、この件について何かございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして、１６番。 

 

１８番 田上泰則委員 

        １８番委員、田上です。 

        １６番、１７番につきまして、地区委員会での協議状況をご報告い

たします。 
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        １６番は、妹へ贈与のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

露地野菜を栽培されている農家で、申請地には水稲、露地野菜を作付

される計画です。 

        １７番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

ナスを栽培されている農家で、申請地には水稲を作付される計画です。 

        以上２件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、１６番、１７番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして、１８番。 

 

７番 林田智博委員 

        ７番委員、林田です。 

        １８番につきまして、地区委員会での協議状況をご報告いたします。 

        １８番は、子へ贈与による所有権移転の申請です。譲受人は水稲を

作付されている農家で、申請地には水稲を作付される計画です。 

        以上１件、先日の地区委員会において検討した結果、農地法第３条

第２項各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協

議結果でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、１８番について地元委員よりご報告がございましたが、

この件について何かございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして、１９番。 

 

５番 木村憲正委員 

        ５番委員、木村です。 

        １９番から２３番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い
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たします。 

        １９番は、いとこへの贈与で所有権移転の申請です。譲受人は水稲

を栽培される兼業農家で、許可後、申請地には引き続き水稲を作付さ

れる予定です。 

        ２０番は、経営拡張よる使用貸借権設定の申請です。譲受人は水稲

及び露地野菜を作付されており、許可後は水稲を作付される計画です。 

        ２１番は、社会福祉法人による農地取得の申請です。先月の調査委

員会での審議及び総会の審議により、継続審議となった案件です。継

続とした理由は、１番目が、熊本市担当部署である障がい保健福祉課

の事前協議がなされていないこと、２番目が、社会福祉法人の農地取

得についての事業計画や営農計画などが不明確であったことによるも

のです。今回、熊本市担当部署である障がい保健福祉課の事前協議が

なされたこと及び申請人からの事業計画書、営農計画書の提出と、地

区委員会で申請人の意向を聞き、リハビリテーションを目的とする農

地取得で、これ以上の農地取得及び経営拡張はしないことを確認しま

した。譲受人である社会福祉法人は、知的障がい者の就労支援と自立

支援を目的として農業従事による生きがい創設を図られております。

近年、施設入居者及び利用者による農業従事体験の需要が増え、リハ

ビリテーションを行うための新たな農地取得が必要となったものです。

申請地については、営農指導者と施設利用者１５名程度が農作業に従

事される予定で、許可後は水稲を作付される計画です。収穫作物は施

設で自家消費されます。 

        ２２番から２３番は関連で、経営拡張による使用貸借権設定の申請

です。譲受人は大豆を作付されており、許可後は大豆を作付される計

画です。 

        以上、先の地区委員会で現地調査を行い、５件のうち、２１番につ

いては、農地法施行規則第１６条による不許可の例外に該当するため、

またそのほかの４件については、農地法第３条第２項各号の不許可要

件には該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果でした。ご審

議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、１９番から２３番について地元委員よりご報告がござい

ましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 
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        続きまして、２４番。 

 

１２番 網田稔委員 

        １２番委員、網田です。 

        ２４番から３０番につきまして、地区委員会での協議状況を報告し

ます。 

        ２４番と２６番は関連で、社会福祉法人が経営拡張による賃貸借設

定による申請です。先月の調査委員会での審議及び総会の審議により、

継続審議となった案件です。継続とした理由は、社会福祉法人による

経営拡張について、事業計画や営農計画などが不明確だったことによ

るものです。今回、申請人からの事業計画書、営農計画書の提出と、

富合地区委員会においての協議結果を聞き、リハビリテーションを目

的とした経営拡張であること、また、申請人からこれ以上の経営拡張

をしないことを聞き取ったということを確認しました。賃借人である

社会福祉法人は、知的障害者の就労支援と自立支援を目的として農業

従事による生きがいの創設を図られております。近年、施設入居者及

び利用者による農業従事体験の需要が増え、リハビリテーションを行

うための経営拡張が必要となったものです。申請地については、営農

指導者と施設利用者１５人が農作業に従事される予定で、許可後は水

稲を作付される計画です。収穫作物は施設で自家消費されます。 

        ２５番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

露地野菜を作付されており、許可後は水稲を作付される計画です。 

        ２７番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

ニンニクを作付されており、許可後は水稲を作付される計画です。 

        ２８番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は水稲を

作付されており、許可後は水稲を作付される計画です。 

        ２９番は、経営拡張による使用権貸借権設定の申請です。譲受人は

水稲を作付されており、許可後は水稲、露地野菜を作付される計画で

す。 

        ３０番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は水稲を

作付されており、許可後は露地野菜を作付される計画です。 

        以上７件について、先日の地区委員会により検討した結果、２４番

と２６番は、農地法施行規則第１６条の不許可の例外により、またそ

のほかの５件については、農地法第３条第２項各号の不許可要件に該

当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果です。ご審議方、よろ

しくお願いいたします。 
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議  長    ただいま、２４番から３０番について地元委員よりご報告がござい

ましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして、３１番。 

 

２番 小佐井亮祐委員 

        ２番委員、小佐井です。 

        ３１番から３５番について、地区委員会での協議状況について報告

します。 

        ３１番は、子への贈与で所有権移転の申請です。譲受人は水稲、露

地野菜を栽培されている兼業農家で、許可後は水稲を作付される予定

です。 

        ３２番と３３番は関連で、経営拡張のための所有権移転の申請です。

譲受人は花を栽培される専業農家で、許可後は花を作付される予定で

す。 

        ３４番も、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

メロンを栽培される専業農家で、許可後は水稲を作付される予定です。 

        ３５番につきましても、経営拡張のための所有権移転の申請です。

譲受人は水稲、スイカ等を栽培される専業農家で、許可後はジャガイ

モを植え付けられる予定です。 

        以上５件、先日の地区委員会において協議し、いずれも農地法第３

条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの

協議結果でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、３１番から３５番について地元委員よりご報告がござい

ましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして、３６番。 

 

１１番 牧野正治委員 

        １１番委員、牧野です。 

        ３６番から４３番について、地区委員会での協議状況を報告いたし
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ます。 

        ３６番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

スイカ、ナスを栽培される専業農家で、許可後はスイカを作付される

予定であります。 

        ３７番も、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は息子

が経営する建設業の手伝いの傍らミカン、柿などを栽培される兼業農

家で、許可後はミカンを作付される予定であります。 

        ３８番につきましても、経営拡張のための所有権移転の申請です。

譲受人は水稲、デコポンを栽培される兼業農家で、許可後は水稲を作

付される予定であります。 

        ３９番も、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

野菜、柿等を栽培される専業農家で、許可後は柿を作付される予定で

あります。 

        次の４０番につきましても、経営拡張の所有権移転の申請になりま

す。譲受人は水稲、飼料作物を栽培される専業農家で、許可後は水稲

を作付される予定であります。 

        ４１番、４２番は関連で、新規就農のための使用貸借権設定の申請

であります。借受人には、先日の地区委員会に出席いただき、営農計

画等について聞き取り調査を行っております。許可後においては、ス

イカ、ナスの作付を計画されていることから、施設野菜でこの面積は

１人では厳しいのではないかとの委員の指摘もありましたが、知人の

応援も得られる見込みで、人員の確保はできるということでした。 

        ４３番は、甥への贈与で所有権移転の申請であります。譲受人は水

稲、スイカ等を栽培される専業農家で、許可後はカボチャを作付され

る予定であります。 

        以上８件、先日の地区委員会で検討した結果、いずれも農地法第３

条第２項の各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であると

協議いたしました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、３６番から４３番について地元委員よりご報告がござい

ましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして、第２号議案、事業計画変更承認申請２件でございます。 

        地元委員のご報告に当たりましては、転用許可基準に照らし、協議
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状況のご報告をお願いいたします。 

        それでは、１番お願いします。 

 

４番 上田定信委員 

        ４番委員、上田でございます。 

        １番と２番について、地区委員会での協議状況をご報告いたします。 

        １番は、今年７月に許可を受けられた農地法第５条の許可後に転用

目的を変更するための事業計画変更承認申請です。変更内容は、当初

計画では転用目的を建売住宅として許可を得ておられましたが、住宅

デザインや家族構成を踏まえた間取りなどのニーズの多様化で自社以

外のハウスメーカーでの建築の要望が増えたことから、転用目的を建

築条件付売買予定地に変更されるものです。建築条件付売買予定地と

して転用許可を受ける場合の要件については、申請書記載事項により

確認しており、同時に転用事業者と土地購入者間の売買契約書案も添

付されており、問題はないと思われます。 

        ２番は、昨年４月に許可を受けられた農地法第５条許可の建売住宅

の建物位置を変更するための事業計画変更承認申請です。当初計画で

は、隣接農地への日照に影響を及ぼすおそれがあることから、建物と

農地との距離を４ⅿとする計画でしたが、住宅購入者のニーズとして

一般的には区画道路沿いに駐車場を設けるケースが多く、当初計画の

配置では販売に影響が出ると見込まれることから、建物の位置を変更

し、道路沿いに駐車場を設置できるよう変更するものです。農地法で

は、周辺の農地に係る営農条件に支障を生ずるおそれがあると認めら

れる場合については、許可をすることができないとされていますが、

今回の申請に当たっては、事業者と隣接農地所有者との間に覚書が交

わされ、当該覚書により日照阻害に関する承諾が得られていることか

ら、地区委員会では変更することに問題はないものと判断いたしまし

た。 

        以上２件、先日の地区委員会において検討した結果、変更後におき

ましても、転用許可基準を満たしているものと判断し、今回の事業計

画変更については妥当であるとの協議結果でございました。ご審議方、

よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、１番と２番について地元委員よりご報告がございました

が、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 
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議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        なお、１番については、転用面積が３，０００㎡を超えますので、

申請どおり許可相当として、農業会議へ意見を聴取することといたし

ます。 

        続きまして、第３号議案、農地法第４条の規定に基づく許可申請４

件でございます。地元委員のご報告に当たりましては、転用許可基準

に照らし、地区委員会での協議状況のご報告をお願いいたします。 

        それでは、１番お願いします。 

 

１０番 東哲治委員 

        １０番委員、東です。 

        １番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        １番は、農家住宅建築のための転用許可申請です。同時に５条での

許可申請が提出されております。農地区分は、１０ｈａ以上の一団の

農地の区域内にある農地で第１種農地と判断されます。１種農地は原

則不許可ですが、今回の申請は、不許可の例外規定の集落に接続して

設置するものに該当すると判断いたしました。また、代替地について

も検討されております。土地利用計画は、５条申請を含め総転用面積

２１０㎡に二階建て農家住宅１棟を建築される計画で、妥当な面積と

判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除とも問

題ありません。工事計画は令和４年９月３０日までの予定で、許可後、

速やかに着手されることを確認しております。 

        以上１件、先日の地区委員会で現地調査確認を行い検討したところ、

立地基準の面、一般基準の面ともに転用許可の基準を満たしていると

の協議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、１番について地元委員よりご報告がございましたが、こ

の件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして、２番。 

 

１２番 網田稔委員 

        １２番委員、網田です。 

        ２番から３番につきまして、地区委員会での協議状況を報告します。 
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        ２番は、貸し資材置場への転用許可申請です。農地区分は、１０ｈ

ａ未満の広がりのない生産性の低い農地で第２種農地と判断されます。

代替地についても検討されております。土地利用計画は、転用面積１，

２７６㎡を砕石、砂利、矢板や足場材の資材置場として貸し付ける計

画で、妥当な面積と思われます。なお、無断で転用していたことに対

し、深く反省している旨の始末書が提出されています。 

        ３番は、太陽光発電設備への転用許可申請です。農地区分は、１０

ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で第２種農地と判断され、

代替地についても検討されております。土地利用計画は、申請地１，

０７３㎡に太陽光パネル２１２枚、発電能力８０．５ｋｗを設置する

計画で妥当な面積と判断されます。資金計画、経済産業省の認定証、

九州電力の負担金のお知らせなどの必要書類もそろっており、隣接農

地への被害防除とも問題ありません。工事期間は令和４年２月２５日

までの予定で、許可後、速やかに着手されることを確認しております。 

        以上２件、先日の地区委員会で現地調査確認を基に検討したところ、

立地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしているとの

協議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、２番、３番について地元委員よりご報告がございました

が、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、４番。 

 

４番 上田定信委員 

        ４番委員、上田でございます。 

        ４番について、地区委員会での協議状況をご報告いたします。 

        ４番は、農業倉庫への転用申請です。農地区分は、１０ｈａ以上の

規模の一団の農地の区域内にある農地で第１種農地と判断されますが、

転用目的が農業用施設であり、不許可の例外に該当するものと判断い

たします。土地利用計画は、申請地１筆１，１４２㎡の内、５０４㎡を

転用し、田植機、コンバイン等を収納するための倉庫１棟を建築され

る計画で、転用面積は適正なものと判断いたします。なお、本件につ

きましては、９月中旬頃、許可を取らずに工事に着手されており、地

元農業委員の指導を受け申請されたもので、申請に当たっては始末書
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が提出されております。資金計画、排水計画等に問題はなく、周囲の

状況から周辺の農地への影響もないものと判断いたします。工期につ

きましては、令和３年１２月１５日完了予定となっております。 

        以上１件、先日の地区委員会において現地調査を行い、立地基準の

面、一般基準の面から検討した結果、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、４番について地元委員よりご報告がございましたが、こ

の件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、第４号議案、農地法第５条の規定に基づく許可申請３

２件でございます。地元委員のご報告に当たりましては、転用許可基

準に照らし、地区委員会での協議状況のご報告をお願いいたします。 

        それでは、１番お願いします。 

 

１７番 眞鍋宣孝委員 

        １７番委員、眞鍋です。 

        １番から３番につきまして、先日の地区委員会での協議状況をご報

告いたします。 

        １番は、使用貸借権の設定による個人住宅及び道路を建設されるた

めの転用許可申請です。申請地は、農業公共投資の対象となっていな

い１０ｈａ未満の小集団の生産性の低い第２種農地と判断されます。

代替地は検討されております。土地利用計画は、転用面積３１５．１

５㎡に木造二階建て１棟と中心後退道路を含む道路として建設される

計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。資力信用等、

転用行為の確実性が認められ、また、周辺農地への営農条件に支障を

生じるおそれはないものと判断されます。 

        ２番と３番は、土木工事業を営む法人が賃貸借の設定により申請地

を資材置場に転用される転用許可申請です。申請地は、農業候補地公

共投資の対象となっていない１０ｈａ未満の小集団の生産性の低い第

２種農地と判断されます。土地利用計画は、転用面積１，０４６㎡に

建設機械、車両６台と砂利等資材を置く資材置場として使用される計

画で、転用面積としては適正なものと判断されます。申請地は、令和

２年１月１２日より資材置場として利用されており、転用許可が必要
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な土地と知らなかったということでしたが、農業委員及び推進委員が

通告指導してきており、今回、資材の撤去及び畑に近い状態まで戻し、

始末書を提出されております。代替地は検討されております。資力信

用等、転用行為の確実性が認められ、また、周辺農地の営農条件に支

障を生ずるおそれはないものと判断されます。工期は令和４年１１月

１０日までの予定で、許可後速やかに着手されるとのことです。 

        以上３件、先日の地区委員会で現地調査を行い検討したところ、立

地基準の面、一般基準の面ともに許可基準を満たしているとの協議結

果でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、１番から３番について地元委員よりご報告がございまし

たが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、４番。 

 

９番 田上正富委員 

        ９番委員、田上です。 

        ４番から５番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        ４番は、社会福祉法人が所有権移転による小規模多機能型居宅介護

事業所への転用許可申請です。農地区分は、１０ｈａ未満の広がりの

ない生産性の低い農地で第２種農地と判断され、代替地についても検

討されております。土地利用計画は、転用面積３，０２７㎡に居宅介

護施設１棟、職員・来客用駐車場２４台分、緑地帯及び調整池を整備

される計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。資金計

画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありません。

開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指

導課の事前協議の回答書の提出がなされております。工事期間は令和

４年３月３１日までを予定されており、許可後は速やかに着手される

ことを確認いたしております。 

        ５番は、賃貸借権設定による駐車場への転用許可申請です。農地区

分は、１０ｈａ以上の広がりのある一団の農地の区域内にある第１種

農地と判断されます。１種農地は原則不許可ですが、集落に接続して

設置されるものに該当し、かつ５番の申請人は地番の集落内に居住さ
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れており、不許可の例外規定に該当するものと判断されます。また、

代替地についても検討されております。土地利用計画は、ノリの加工

販売を個人経営されている申請人が、作業用車両２台及び従業員・来

客用車両８台分の駐車場用地として整備される計画で、転用面積とし

ては適正なものと判断されます。資金計画、排水計画、隣接農地への

被害防除については問題ありません。工事期間は令和４年２月１０日

までを予定されており、許可後は速やかに着手されることを確認いた

しております。 

        以上２件、先の地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一般

基準の面を協議、検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、

今回の申請は妥当なものと判断いたしました。ご審議方、よろしくお

願いいたします。 

 

議  長    ただいま、４番から５番までについて地元委員よりご報告がござい

ましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        なお、４番については、総転用面積が３，０００㎡を超えますので、

申請どおり許可相当として、農業会議へ意見を聴取することといたし

ます。 

        続きまして、６番。 

 

１０番 東哲治委員 

        １０番委員、東です。 

        ６番から８番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        ６番は、親子間で使用貸借権を設定し、農家住宅への転用許可申請

です。農地区分は、１０ｈａ以上の一団の農地の区域内にある農地で

第１種農地と判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、今回の

申請は、不許可の例外規定の集落に接続して設置するものに該当する

と判断しました。また、代替地についても検討されております。土地

利用計画は、同時申請の４条転用許可申請を含め、総転用面積２１０

㎡に二階建て農家住宅１棟を建築される計画で妥当な面積と判断され

ます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除とも問題ありま

せん。工事期間は令和４年９月３０日までの予定で、許可後、速やか
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に着手されることを確認しております。 

        ７番は、所有権移転による敷地拡張の転用許可申請です。農地区分

は、中山間地の広がりのない小集団の農地のため第２種農地と判断さ

れます。土地利用計画は、転用面積１８１㎡を住宅の庭として利用さ

れる計画です。住宅の敷地面積３１１㎡と合わせ４９２㎡で妥当な面

積と判断されます。資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除とも

問題ありません。ただ、申請地は、既に自宅の庭として利用されてお

り、今後このようなことがないようにする旨の始末書が添付されてお

ります。 

        ８番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地区

分は、中山間地の広がりのない小集団の農地のため第２種農地と判断

され、代替地についても検討されております。土地利用計画は、転用

面積５０８㎡に個人住宅木造二階建て１棟を建築される計画で、妥当

な面積と判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防

除とも問題ありません。工事計画は令和４年４月１日までの予定で、

許可後は速やかに着手されることを確認しております。 

        以上３件、先日の地区委員会で現地調査確認を行い、検討したとこ

ろ、立地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしている

との協議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、６番から８番について地元委員よりご報告がございまし

たが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、９番。 

 

１８番 田上泰則委員 

        １８番委員、田上です。 

        ９番から１１番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いた

します。 

        ９番、１０番は関連で、社会福祉事業を営む法人が、所有権移転に

よる社会福祉施設への転用許可申請です。施設では児童発達支援、放

課後等デイサービス、グループホーム、短期入所の事業を行われる計

画です。農地区分は、１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地

で第２種農地と判断され、代替地についても検討されております。土
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地利用計画は、転用面積１，７５２㎡に社会福祉施設１棟及び普通車

両１９台分の駐車場を整備される計画で、転用面積としては適正なも

のと判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除に

ついては問題ありません。開発許可が必要となりますが、都市計画法

第３４条第１４号に係る許可の運用基準により、開発指導課からの開

発行為事前審査の回答書が添付されております。工事期間は令和５年

８月３１日までを予定されており、許可後、速やかに着手されること

を確認いたしております。 

        １１番は、所有権移転による農業用水路への転用許可申請です。申

請地は、以前より地域の農業用水路として使用されておりましたが、

地目が農地のまま個人の所有となっていると判明したため、今回、土

地改良区に寄附されるとして申請されました。農地区分は、１０ｈａ

以上の一団の農地の区域内にある第１種農地と判断されます。第１種

農地は原則不許可ですが、今回の申請は、不許可の例外規定の「農業

用施設の用に供するために行われるもの」に該当すると判断しました。

土地利用計画は、転用面積８５㎡に農業用水路の計画で、転用面積と

しては適正なものと判断されます。排水計画、隣接農地への被害防除

については問題ありません。申請地が既に農業用水路として利用され

ていることについて、今後このようなことがないようにする旨の始末

書が添付されております。 

        以上３件、先の地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一般

基準の面を協議、検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、

今回の申請は妥当なものと判断しました。ご審議方、よろしくお願い

いたします。 

 

議  長    ただいま、９番から１１番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして、１２番。 

 

１４番 木下三智也委員 

        １４番委員、木下です。 

        １２番から１４番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 
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        １２番と１３番は関連で、不動産業等を営む法人が所有権移転によ

る建売住宅への転用許可申請です。農地区分は、１０ｈａ以上の広が

りのある一団の農地の区域内にある第１種農地と判断されます。第１

種農地は原則不許可ですが、今回の申請は、不許可の例外規定の「集

落に接続して設置されるもの」に該当すると判断され、代替地につい

ても検討されております。土地利用計画は、総転用面積５８４㎡に建

売住宅木造二階建て２棟を建設される計画で、転用面積としては適正

なものと判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防

除については問題ありません。開発許可が必要となりますが、集落内

開発制度指定区域内で、開発指導課へ開発行為事前審査の申請中との

ことです。工事計画は令和４年１０月３１日までを予定されており、

許可後、速やかに工事に着手されることを確認いたしております。 

        １４番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地

区分は、１０ｈａ以上の広がりのある一団の農地の区域内にある第１

種農地と判断されます。１種農地は原則不許可ですが、今回の申請は、

不許可の例外規定の「集落に接続して設置されるもの」に該当すると

判断され、代替地についても検討されております。土地利用計画は、

転用面積３２２㎡に個人住宅木造二階建て１棟を建設される計画で、

転用面積としては適正なものと判断されます。資金計画、給排水計画、

隣接農地への被害防除については問題ありません。開発許可が必要と

なりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指導課からの開発行

為事前審査の回答書が添付されております。工事計画は令和５年３月

３１日までを予定されており、許可後、速やかに工事に着手されるこ

とを確認いたしております。 

        以上３件について、先日の地区委員会で現地調査を行い、立地基準

の面、一般基準の面を協議、検討した結果、いずれも許可基準を満た

しており、今回の申請は妥当なものと判断いたしました。ご審議方、

よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、１２番から１４番について地元委員よりご報告がござい

ましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして、１５番。 
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５番 木村憲正委員 

        ５番委員、木村です。 

        １５番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        １５番は、所有権移転による貸資材置場への転用申請です。農地区

分は、１０ｈａ以上の広がりのある一団の農地の区域内にある第１種

農地と判断されます。１種農地は原則不許可ですが、「集落に接続して

設置するもの」に該当し、不許可の例外規定に該当するものと判断さ

れます。申請人も同地区内に居住し、業務上必要な施設と判断されま

す。また、代替地についても検討されております。土地利用計画は、申

請地に本人が経営する土木業の貸資材置場として整備される計画で、

妥当な面積と判断されます。資金計画、排水計画、隣接農地への被害

防除とも問題ありません。工事計画は令和４年１２月３１日までの予

定で、許可後、速やかに着手されることを確認しています。 

        以上１件、先の地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一般

基準の面を協議、検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、

今回の申請は適当なものと判断いたしました。ご審議方、よろしくお

願いいたします。 

 

議  長    ただいま、１５番について地元委員よりご報告がございましたが、

この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、１６番。 

 

１２番 網田稔委員 

        １２番委員、網田です。 

        １６番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        １６番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地

区分は、１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で第２種農地

と判断され、代替地についても検討されております。土地利用計画は、

他地目含む総事業面積３１３．５㎡に木造平家建て住宅１棟（１２２．

５６㎡）を建築される計画で、妥当な面積と判断されます。資金計画、

給排水計画、隣接農地への被害防除も問題ありません。開発許可が必

要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指導課の事前協

議の申請中とのことです。工事期間は令和４年１月１０日までの予定
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で、許可後、速やかに着手されることを確認しております。 

        以上１件、先日の地区委員会で現地調査確認を行い、検討したとこ

ろ、立地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしている

との協議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、１６番について地元委員よりご報告がございましたが、

この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして、１７番。 

 

２番 小佐井亮祐委員 

        ２番委員、小佐井です。 

        １７番から２５番について、地区委員会での協議状況を報告します。 

        １７番から２１番は、太陽光発電事業等を営む法人が地上権を設定

し、太陽光発電設備へ転用する申請です。筆数は５筆ありますが、申

請は３件、３箇所分になります。１箇所目は１７番で、土地利用計画

は、申請地１筆１，０２８㎡に太陽光パネル３２４枚、発電容量８９．

１ｋｗを設置する計画です。２箇所目は１８番と１９番で、土地利用

計画は申請地２筆合わせて１，０７７㎡に太陽光発電パネル３０８枚、

発電容量８４．７ｋｗを設置する計画です。３箇所目は２０番と２１

番で、申請地２筆合わせて１，６７１㎡に太陽光発電パネル３２４枚、

発電容量８９．１ｋｗを設置する計画で、３件とも転用面積は適正な

ものと判断いたします。資金証明のほか、電力会社からの系統連系に

係る契約の案内及び設備認定申請画面の写しも添付されており、転用

の確実性も認められます。また、転用による周辺農地への日照、通風

等営農条件の支障も発生しないものと思われます。工期は許可日から

令和４年３月３１日までを予定されており、許可後、速やかに着手さ

れることを確認しております。 

        ２２番は、所有権移転し、サッカー及びテニス練習場に転用する申

請です。土地利用計画は、申請地５筆合わせて３，９０２．５９㎡にサ

ッカー及びテニス兼用コート３面及び４７台分の駐車場等として利用

される計画で、転用面積は適正なものと判断いたします。資金計画、

排水計画等に問題はなく、確実に事業が行われるものと判断いたしま

す。また、転用による周辺農地への影響については、被害防除の対策
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が取られ、地元への事前の説明も行われているということですので、

問題はないと思われます。工期は許可日から令和４年４月３０日まで

を予定されており、許可後、速やかに着手されることを確認しており

ます。 

        ２３番、２４番は、土木工事業等を営む法人が所有権移転し、既存

の廃土置場の一部として利用する申請です。土地利用計画は、雨水に

より盛土法面の土砂の流出防止対策として、２３番は申請地１筆７３

３㎡に、また、２４番は小面積ですが申請地１筆７２㎡にそれぞれ土

羽を施工し、法面の強化等を図る計画です。現地の状況から事業の必

要性が認められ、転用の確実性についても問題ないものと判断されま

す。また、周囲の状況から転用による周辺農地への影響もないものと

思われます。工期は許可日から令和４年１０月３１日までを予定され

ており、許可後、速やかに着手されることを確認しております。 

        ２５番は、電気通信設備工事業等を営む法人が所有権移転により資

材置場へ転用する申請です。土地利用計画は、申請地３筆合わせて２，

８５１㎡に鋼管柱やコンクリート柱など電気通信工事用資材を置かれ

るほか、通路及び回転スペースとして利用される計画で、転用面積に

ついては適正なものと判断いたしました。事業計画、排水計画等に問

題はなく、確実に事業が行われるものと判断いたします。また、周囲

の状況から転用による周辺農地への影響もないものと思われます。工

期は許可日から令和４年５月３１日までを予定されており、許可後、

速やかに着手されることを確認しております。 

        なお、１７番から２５番までの農地区分につきまして、全て農業公

共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地で、第２種農

地と判断され、土地の選定に当たりましては、２３番、２４番を除き

代替地の検討もなされております。 

        以上９件、先日の地区委員会におきまして現地調査を行い、立地基

準、一般基準の面から検討したところ、いずれも許可基準を満たして

おり、申請は妥当であるとの協議結果でございました。ご審議方、よ

ろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、１７番から２５番までについて地元委員よりご報告がご

ざいましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 
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        なお、２２番については、総転用面積が３，０００㎡を超えますの

で、申請どおり許可相当として、農業会議へ意見を聴取することとい

たします。 

        続いて、２６番。 

 

４番 上田定信委員 

        ４番委員、上田でございます。 

        ２６番から３２番について、地区委員会での協議状況をご報告いた

します。 

        ２６番は、個人住宅建築のための所有権移転の申請です。農地区分

は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地で

第２種農地と判断され、代替地の検討もなされております。土地利用

計画は、申請地３筆合わせて４９７．１１㎡に木造平家建て住宅１棟

を建築される計画で、転用面積は適正なものと判断いたします。工期

は許可日から令和４年４月３０日までを予定されており、許可後、速

やかに着手されることを確認しております。なお、集落内開発制度指

定区域内で開発許可が必要ですが、事前審査回答済みです。 

        ２７番は、所有権移転し農機具置場へ転用する申請です。農地区分

は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地で

第２種農地と判断され、代替地の検討もなされております。土地利用

計画は、申請地３７３㎡にコンテナ倉庫を設置し、草刈り機、耕運機

など小型の農機具を収納する計画で、転用面積は適正なものと判断い

たします。工期は許可日から令和４年５月３１日までを予定されてお

り、許可後、速やかに着手されることを確認しております。 

        ２８番は、畜産業を営む法人による畜舎建設に伴う工事用道路への

転用で使用貸借権設定の申請です。農地区分が農用地区域内の農地で

すが、今回の申請は仮設の工事用道路を設置し、令和４年１０月７日

まで一時的に利用するものであることから、不許可の例外に該当する

ものと判断いたします。また、農用地区域内の農地の一時転用に関し、

市農業政策課へ意見照会をしたところ、農業振興地域整備計画の達成

に支障がない旨の回答を得られております。なお、現地は工事が完了

しており、既に道路として利用されていることから、申請に当たって

は始末書が提出されております。利用状況といたしましては、申請地

３３１㎡の中央に幅５ｍの道路を建設し、道路両側を法面として整備

し、利用されております。 

        ２９番は、個人住宅建築のための所有権移転の申請です。農地区分

は、市街地化の傾向が著しい区域内にある農地であり、水道管、下水
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道管が埋設されている道路の沿道の区域で、かつ申請地の５００ｍ以

内には小学校、病院などもあることから第３種農地と判断されます。

土地利用計画は、申請地４９７㎡に木造二階建て住宅１棟を建築する

計画で、転用面積は適正なものと判断いたします。工期は許可日から

令和４年３月３１日までを予定されており、許可後、速やかに着手さ

れることを確認しております。集落内開発制度指定区域内で開発許可

が必要となりますが、現在事前審査の手続中とのことです。 

        ３０番と３１番は関連です。不動産業を営む法人が所有権移転によ

り建築条件付売買予定地へ転用される申請です。農地区分は、１０ｈ

ａ以上の規模の一団の区域内にある農地で第１種農地と判断されます

が、申請が住宅建築を目的とした転用であり、集落に接続して設置さ

れるものであることから、不許可の例外に該当するものと判断します。

土地利用計画は、申請地２筆合わせて４，３１５㎡に建築条件付売買

予定地１５区画の造成のほか、道路、公園等を整備し利用する計画で、

転用面積としては適正なものと判断されます。なお、建築条件付売買

予定地として転用許可を受ける場合の要件については、申請書記載事

項により確認しており、同時に転用事業者と土地購入者間の売買契約

書案も添付されており、問題はないものと思われます。工期は許可日

から令和４年５月３１日までを予定されており、許可後、速やかに着

手されることを確認しております。集落内開発制度指定区域内で開発

許可が必要となりますが、事前審査回答済みです。 

        ３２番は、太陽光発電事業等を営む法人が太陽光発電設備建設のた

め、地上権を設定する申請です。農地区分は、農業公共投資の対象と

なっていない小集団の生産性の低い農地で第２種農地と判断され、代

替地の検討もなされております。土地利用計画は、申請地１，４９２

㎡に太陽光発電パネル２８８枚、発電容量７９．２ｋｗを設置する計

画で、転用面積は適正なものと判断いたします。転用の確実性につい

ては、電力会社からの系統連系に係る契約の案内及び設備認定申請画

面の写しにより確認しており、問題はございません。工期は許可日か

ら令和４年３月３１日までを予定されており、許可後、速やかに着手

されることを確認しております。 

        以上７件、先日の地区委員会において現地調査を行い、立地基準の

面、一般基準の面から検討した結果、事業計画、資金計画に問題はな

く、転用の確実性が認められること、また、周辺農地の営農条件への

支障がないことから、７件ともに申請は妥当であるとの協議結果でご

ざいました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 
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議  長    ただいま、２６番から３２番までについて地元委員よりご報告がご

ざいましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        なお、３０番と３１番については、総転用面積が３，０００㎡を超

えますので、申請どおり許可相当として、農業会議へ意見を聴取する

ことといたします。 

        続きまして、第５号議案及び６号議案でございます。 

        この件につきましては、事務局より内容の説明をお願いします。 

 

事務局     第５号及び第６号議案は関連でございますので、併せてご説明いた

します。 

        まず、第５号議案、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集

積計画（７号）につきましては、所有権移転が、明細２２ページの１番

から２４ページの６番までの合計６件で、１番から６番までの６件全

てが公社からの売渡しとなります。面積は６件合わせまして田７，８

２３㎡、畑８，０１４㎡の合計で１５，８３７㎡で、売買価格は、右側

備考欄記載のとおりでございます。 

        次に、利用権設定の新規設定分でございますが、明細２４ページの

７番から４６ページの４４番までの合計３８件で、契約期間別では、

６年未満が１３件、６年以上１０年未満が１件、１０年以上が１０件

で、面積は２４件合わせまして田３４，９５１㎡、畑９６，０７８．４

３㎡の合計１３１，０２９．４３㎡です。権利の種類は賃借権及び使

用貸借権、利用内容は水稲、畑作物、露地野菜、果樹、大豆、飼料作物

でございます。 

        次に、再設定分ですけれども、明細３９ページの３１番から４６ペ

ージの４４番までの合計１４件で、契約期間別では、６年未満８件、

１０年以上が６件で、面積は１４件合わせまして、田３３，３７１㎡、

畑２８，５０３㎡の合計６１，８７４㎡です。権利の種類は賃借権及

び使用貸借権、利用内容は水稲、露地野菜、果樹でございます。 

        続きまして、第６号議案でございます。４７ページの表をご覧くだ

さい。 

        こちらは、農地中間管理機構との貸借の新規設定になります。明細

４８ページの１番から６０ページの３３番までで、契約期間別では、

６年未満が１２件、１０年以上が２１件で、面積は３３件合わせまし
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て田６６，９６７㎡、畑１５，３８６．６１㎡の合計８２，３５３．６

１㎡です。権利の種類は賃借権及び使用貸借権、利用内容は水稲、畑

作物です。 

        以上の案件につきましては、先の地区委員会で協議が行われ、全て

の案件が農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いることが確認されております。 

        第５号議案及び第６号議案の説明につきましては以上となります。 

 

議  長    ただいま、事務局より内容の説明がございましたとおり、この件に

つきましては、各地区委員会での詳細にわたり確認が行われており、

全ての案件が農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の基準に適合し

ているとのことでございます。この件について何かご意見ございませ

んか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、計画案どおり承認することに決定いたしま

す。 

        続きまして、第７号議案、納税猶予に関する適格者証明願１件でご

ざいます。地元委員のご報告に当たりましては、願出人の耕作状況な

ど地区委員会での調査結果を踏まえ、協議状況の報告をお願いいたし

ます。 

        それでは、１番お願いします。 

 

１８番 田上泰則委員 

        １８番委員、田上です。 

        １番につきまして、地区委員会での協議状況をご報告いたします。 

        １番は、令和３年１月１７日相続開始の相続税の納税猶予に関する

適格者証明願です。願出人は露地野菜を作付されている農家で、対象

農地５筆については、願出人自らが耕作されていること、また、今後

も耕作されていくことを地元委員が確認しております。 

        以上１件、先日の地区委員会において、証明書の交付については何

ら問題がないものと協議しました。ご審議方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま、１番について地元委員よりご報告がございましたが、こ

の件について何かご意見ございませんか。 
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一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定いたしま

す。 

        続きまして、第８号議案、引き続き農業経営を行っている旨の証明

願１件でございます。地元委員のご報告に当たりましては、対象農地

の耕作状況など調査結果を踏まえ、協議状況のご報告をお願いいたし

ます。 

        それでは、１番、お願いします。 

 

２番 小佐井亮祐委員 

        ２番委員、小佐井です。 

        １番について、地区委員会での協議状況について報告いたします。 

        １番は、相続税の納税猶予継続のため、引き続き農業経営を行って

いる旨の証明願です。対象農地につきましては、地元の農業委員及び

推進委員が現地調査を行ったところ、水稲、大豆が作付されているこ

とが確認されており、引き続き農地として適正に耕作が行われている

ことが地区委員会で報告されております。 

        以上１件、地元委員の報告に基づき、地区委員会で検討した結果、

証明書交付について何ら問題はないとの協議結果でございました。ご

審議方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま、１番について地元委員よりご報告がございましたが、こ

の件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定いたしま

す。 

        次に、次第５の報告事項です。事務局より説明お願いします。 

 

事務局     議案書のカラーページ、報告事項の一覧をご覧ください。 

        １番から１２番までの合計１６９件となっております。件数のみ報

告いたします。 

        以上です。 
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議  長    次に、次第６のその他ですが、本日は特に何もございません。 

        それでは、以上をもちまして、全ての案件が滞りなく終了いたしま

した。 

        なお、本総会において議決されました案件については、その条項、

字句、その他整理を要するものについては、会議規則第１８条の規定

により、その整理を議長に一任願いたいと思いますが、これにご異議

ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしと認めます。 

        よって、本総会において議決された案件の整理については、これを

議長に委任することに決定いたしました。 

 

事務局     ありがとうございました。これにて閉会いたします。 

 

  閉  会 午後４時２３分 

 

会議の顛末、以上のとおり相違ありません。 

 

令和３年１０月８日 

  

 

議  長     福  幸一  

 

 

署名委員    三原 勉 

 

 

 署名委員   木下 三智也 

 

 

 書  記   若松 節治 

 


